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平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
に
青

森
県
田
舎
館
村
で
行
わ
れ
た
、
規
模
、
歴
史
共
に
国

内
外
最
大
級
の
お

米
の
コ
ン
ク
ー
ル
、

第
一
六 

回
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会

（
主
催
／
米
・
食
味

鑑
定
士
協
会
、
青

森
県
田
舎
館
村
）

に
お
い
て
、
小
松

市
か
ら
出
品
し

た
お
米
が
、
コ
ン

ク
ー
ル
の
最
高
栄

誉
の
賞
で
あ
る
国

際
総
合
部
門
で
金

賞
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、

小
松
市
五
国
寺
町

の
護
国
寺
生
産

グ
ル
ー
プ
で
、
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
四
、

三
六
九
検
体
が
出

小
松　食

の

歳
時
記

第
一
六
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
で

小
松
市
産
の
お
米
が
世
界
一
に
認
定
！

来
年
は
小
松
市
で
第
一
七
回
大
会
を
開
催

環境王国部門で特別優秀賞を受賞した西太兵衛氏。 国際総合部門で金賞を受賞した護国寺生産グル
ープの竹村　則氏。

審査風景（青森県田舎館村民体育館）

品
さ
れ
、
一
七
の
お
米
が

金
賞
に
選
ば
れ
た
。
護
国

寺
生
産
グ
ル
ー
プ
の
お
米

は
、
平
成
二
十
六
年
で
世

界
一
お
い
し
い
お
米
の
ひ

と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
た

こ
と
と
な
り
、
小
松
市
か

ら
は
初
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
環
境
王
国
認

定
自
治
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
環
境
王
国
部
門
に

お
い
て
も
、
小
松
市
か
ら
出
品
し
た
西に
し 

太た

へ

い

兵
衛
氏

（
高
堂
町
）の
お
米
が
、
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
。
西

氏
は
平
成
二
十
四
年
度
に
も
同
じ
く
環
境
王
国
部

門
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
二
年
ぶ
り
の
受

賞
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
七
年
秋
に
は
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
第 

一
七
回
大
会
を
小
松
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
小
松
市
で
は
、
今
回
の
金
賞
受
賞
を
契
機

と
し
て
小
松
市
産
米
の
連
続
金
賞
受
賞
を
目
指
し
て

美
味
し
い
お
米
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
で
、「
環

境
王
国
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
小
松
が
持
つ
豊
か
な

自
然
、
農
業
資
源
に
磨
き
を
か
け
て
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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大
豆
を
醤
油
、
米

飴
や
砂
糖
な
ど
で

甘
辛
く
、
硬
く
煮
た

料
理
が
「
か
っ
ち
り

豆
」。各
家
庭
に
よ
っ

て
味
付
け
は
異
な
り
、

醤
油
の
代
わ
り
に
塩

を
使
っ
た
り
も
す
る
。

大
豆
の
他
に
昆
布
や

ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ
た

り
、
山
手
の
家
で
は

タ
ニ
シ
を
入
れ
た
り
、

海
手
で
は
つ
ぶ
貝
を

入
れ
た
り
も
す
る
。

　
日
持
ち
も
良
く
、
白
山
麓
で
は
正
月
料
理
と
し
て
、
一

年
間
ま
め
に
そ
く
さ
い（
元
気
）
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と

の
願
い
を
込
め
て
食
べ
る
。

　
作
り
方
は
、
大
豆
を
水
か
ら
と
ろ
火
で
コ
ト
コ
ト
と
数

時
間
煮
詰
め
る
。
火
が
強
す
ぎ
る
と
豆
の
皮
が
む
け
た
り
、

豆
が
割
れ
た
り
す
る
の
で
注
意
が
必
要
。
水
分
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
ら
砂
糖
な
ど
を
入
れ
て
さ
ら
に
煮
詰
め
る
。

豆
が
元
の
大
き
さ
に
戻
る
ま
で
煮
詰
め
た
ら
完
成
。

　
柔
ら
か
い
煮
豆
と
違
い
、
か
っ
ち
り
と
し
た
歯
応
え
が

嬉
し
く
、
箸
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。

歯
応
え
が
嬉
し
い
郷
土

料
理
「
か
っ
ち
り
豆
」



「カヌーの聖地」としての知名度も高い
木場潟。（写真／木田智滋）

木場潟は桜の名所としても知られる。

緑の少年団と一緒に記念植樹する和田小松市長。
（平成 26 年 5 月 18 日）

春の木場潟と白山。手前は JA小松市の特別栽培米
「エコ育ち」の水田。

華道家野村天圭衣（てんけい）さんの巨大
生花オブジェ。（平成 26 年 5 月 18 日）　
（写真／木田智滋）

応援イベント
「木場潟キャンドルナイトウオーキング」
（平成 26 年 8 月 23 日）

どんぐり・苗木のホームステイの様子。
（小松市の稚松小学校）
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年
の
五
月
に
全
国
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
る
小
松
市
の
木
場

潟
。
四
季
折
々
、
様
々
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
る
湖
水
周
辺
の
自
然
は
市

民
の
健
康
と
癒
や
し
の
場
所
で
あ
る
。

　
木
場
潟
は
柴
山
潟
、
今
江
潟
と
と

も
に
加
賀
三
湖
と
呼
ば
れ
、
県
内
で

唯
一
干
拓
さ
れ
ず
に
自
然
の
ま
ま
の

姿
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
水
郷
風
景

は
「
い
し
か
わ
の
自
然
百
景
」
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。
特
に
潟
越
し
に
見

太
古
の
ま
ま
の
姿
を
残
す
湖
。

木
場
潟
が
小
松
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
。

る
霊
峰
白
山
の
姿
は
絶
景
で
、
白

山
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も

有
名
で
あ
る
。

　
多
く
の
市
民
、
県
民
に
愛
さ
れ

て
い
る
木
場
潟
公
園
は
、
昭
和

五
十
七
年
に
県
営
公
園
と
し
て
開

園
。
面
積
は
四
九
・一
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

周
辺
の
田
園
風
景
と
調
和
す
る
よ

う
に
整
備
さ
れ
、
多
く
の
野
鳥
や

水
生
植
物
が
生
息
し
て
い
る
。

　
潟
の
周
囲
に
は
、
四
つ
の
園
地

が
整
備
さ
れ
一
周
六
・
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
園
路
が
結
び
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
も

来

年
の
五
月
十
八
日
に
、
開

催
一
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
全
国
植
樹
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が

木
場
潟
公
園
中
央
園
地
で
開
催
さ

れ
た
。
小
松
市
の
緑
の
少
年
団
代

表
か
ら
苗
木
と
花
の
引
き
渡
し
が

行
わ
れ
、
谷
本
石
川
県
知
事
や
和

田
小
松
市
長
ら
が
緑
の
少
年
団
と

一
緒
に
ア
テ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の

記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

　
北
園
地
と
西
園
地
間
の
園
路
沿

い
で
は
、
小
松
市
出
身
の
華
道
家

野
村
天て
ん

圭け

い衣
さ
ん
が
、
木
場
潟
と

白
山
の
眺
望
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

「
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、

木
場
潟
を
「
花
器
」
に
見
立
て
た
巨

大
な
生
け
花
オ
ブ
ジ
ェ
を
制
作
。
多

く
の
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。

　
そ
の
他
、
苗
木
の
無
料
配
布
や
、

様
々
な
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
他
、
親
子
ら
が
六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
園
路
を
巡
る「
白
山
眺
望
ウ
オ
ー

ク
」、 

一
万
人
が
手
を
つ
な
い
で
木
場

潟
を
囲
む
「
ス
マ
イ
ル
木
場
潟
」
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
八
月
二
十
三
日
に
は
、
応
援
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
園
路
に
並
べ
ら
れ
た
約

七
千
個
の
ろ
う
そ
く
を
眺
め
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
「
木
場
潟
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
も

開
催
さ
れ
、
全
国
植
樹
祭
の
P
R
が

行
わ
れ
た
。

　
ま
た
植
樹
祭
に
向
け
て
、
自
宅
や

学
校
、
企
業
な
ど
で
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
な
ど
の
ど
ん
ぐ
り
を
播
い
て
育
て

て
も
ら
っ
た
り
、
苗
木
を
育
て
て
も

ら
う
「
ど
ん
ぐ
り
・
苗
木
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
」
活
動
も
石
川
県
全
域
で
行

わ
れ
て
い
る
。

第
六
六
回
全
国
植
樹
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

今

な
っ
て
い
る
。
ま
た
カ
ヌ
ー
競
技
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、「
カ
ヌ
ー
の

聖
地
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
そ
の
木
場
潟
公
園
を
主
会
場
と

し
て
、
平
成
二
十
七
年
五
月
十
七

日（
日
） 、
第
六
六
回
全
国
植
樹
祭
い

し
か
わ
二
〇
一
五
が
開
催
さ
れ
る
。

　
全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の

基
盤
で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国

民
的
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
春

季
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
と
開
催
地

都
道
府
県
の
共
催
に
よ
り
行
う
国
土

緑
化
運
動
の
中
心
的
な
行
事
。
こ
の

全
国
植
樹
祭
は
、
来
春
の
北
陸
新
幹

線
開
通
後
の
最
初
の
大
型
イ
ベ
ン
ト

と
な
る
た
め
、
石
川
県
と
小
松
市
で

は
、
開
催
一
年
前
と
な
る
今
年
五
月

か
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
P
R
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

木場潟の園路６・４キロ
で １万人が手をつない
で木場潟を囲む「スマイ
ル木場潟」の様子。
（平成 26 年 5 月 18 日）
（写真／木田智滋）



小松市の木場潟に復元された舟小屋。漁業や農業のほか、人や物資の輸送に舟は欠か
せない存在で、木場潟にはその舟を係留するための舟小屋が点在していた。

昭和 30 年頃の木場木揚げ場（「小松教区にお
ける東本願寺再建の歩み」より

東本願寺　御影堂（明治 28 年竣工）

「加賀献木木遣り保存会」が再現した「加賀献木木遣り」。 丸山村の献木根株（直径約 120cm）『小
松教区における東本願寺再建の歩み』
より

ジョッキ形木製品

木製匙（さじ）

国の重要文化財指定品の一部／撮影 小川忠博

現在の木場潟。弥生時代には木場潟の北端
はこれよりさらに北、JR 小松駅付近まで広
がっていた。

魚形木製品（長さ 92cm）

●八日市地方遺跡の出土品は小松市埋蔵文
化財センターで見学いただけます。
〒 923-0075 
石川県小松市原町ト 77-8 
TEL:0761-47-5713 

※全国植樹祭記念公開展
　「こまつ原始の植生と樹木利用」
　3/19（木）～ 6/21（日）を予定。 
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代
に
お
い
て
木
場
潟
は
、
潟

や
入
り
江
の
ほ
と
り
に
住
む

人
々
の
魚
貝
な
ど
の
採
取
の
場
と
し

て
、
そ
の
後
は
内
陸
の
大
杉
谷
の
木

材
を
舟
で
小
松
、
安
宅
の
消
費
地
へ

運
ぶ
木
材
の
集
散
地
と
し
て
、
常
に

小
松
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

　「
木
場
」
の
名
は
、
木
材
の
集
積
地

で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

治
時
代
、
火
災
で
焼
失
し
た

東
本
願
寺
の
再
建
が
行
わ
れ

た
時
、
吉
崎
御
坊
に
蓮
如
上
人
が
来

訪
し
て
以
来
、
真
宗
王
国
と
言
わ
れ

た
加
賀
地
域
の
門
徒
た
ち
が
自
慢

の
巨
木
を
寄
進
し
た
。
小
松
の
大
杉
、

日
用
、
丸
山
、
西
俣
、
赤
瀬
な
ど
の

小
松
の
人
々
の
生
活
を

支
え
て
き
た
木
場
潟

東
本
願
寺
の
再
建
と
木
場
潟

　
昭
和
の
中
頃
ま
で
木
場
潟
周
辺
の

ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
舟
を
持
ち
、
木

場
潟
に
入
り
込
ん
で
い
た
無
数
の
水

路
を
農
作
物
の
運
搬
や
人
の
移
動
に

利
用
し
て
い
た
。
木
場
町
の
辺
り
は

遠
浅
で
砂
浜
が
あ
り
、
木
場
潟
は
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
水
が
き
れ
い

だ
っ
た
。
農
家
は
貴
重
な
タ
ン
パ
ク

源
と
し
て
鮒
や
鯉
、
ナ
マ
ズ
や
鰻

な
ど
を
捕
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
昭
和

三
十
四
年
に
農
地
の
区
画
整
理
が
始

ま
り
、
水
路
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
こ

と
で
木
場
潟
の
環
境
は
大
き
く
変
化

し
た
。

　
一
時
は
水
質
悪
化
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
が
、
様
々
な
水
質
浄

化
の
取
組
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
水
質

は
少
し
ず
つ
改
善
し
て
き
て
お
り
、

水
草
も
復
活
し
て
き
て
い
る
。

ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
マ
ツ
、
ス
ギ
が

切
り
出
さ
れ
、
木
遣
り
歌
を
響
か
せ

な
が
ら
人
力
で
木
場
潟
に
集
め
、
水

運
で
安
宅
港
へ
と
運
ん
だ
。
大
木
を

山
中
か
ら
人
力
の
み
で
引
っ
張
る
作

業
は
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な
も
の
で

住
民
総
出
の
大
仕
事
で
あ
っ
た
。

古

明

文
時
代
の
早
期
、
今
か
ら

一
万
年
前
、
木
場
潟
、
柴
山
潟
、

今
江
潟
の
加
賀
三
湖
は
ま
だ
海
の
中

に
あ
り
、
そ
の
後
、
海
退
が
進
ん
で

弥
生
時
代
の
お
よ
そ
二
千
年
前
に
は

加
賀
三
湖
が
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
初
期
は
一
つ
の
入
江
だ
っ

た
も
の
が
、
木
場
潟
、
柴
山
潟
、
今

江
潟
の
順
で
形
成
さ
れ
た
。

　
現
在
の
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
東
側
で
発
見

さ
れ
た
八
日
市
地
方
遺
跡
は
北
陸
を

代
表
す
る
弥
生
時
代
中
期
の
大
規
模

集
落
遺
跡
で
、
出
土
し
た
大
量
の

土
器
や
石
製
品
、
木
製
品
の
う
ち

一
〇
二
〇
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
海
側
の
重
要
な
古
代
遺
跡
は

海
に
面
し
た
ラ
グ
ー
ン（
潟
）
の
側
に

あ
り
、
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
八
日
市

地
方
遺
跡
は
当
時
は
今
の
J
R
小
松

駅
付
近
ま
で
広
が
っ
て
い
た
木
場
潟

（
当
時
は
加
賀
三
湖
と
し
て
一
体
）
の

中
に
半
島
の
よ
う
に
突
き
出
す
よ
う

に
位
置
し
て
い
た
。

　
集
落
が
大
規
模
に
な
る
と
人
口
が

爆
発
的
に
増
え
る
た
め
、
生
活
に
必

要
な
様
々
な
物
資
の
流
通
の
た
め
に

木
場
潟
の
存
在
が
生
み
出
し
た

古
代
・
小
松
の
高
度
で
豊
か
な
木
の
文
化

潟
の
存
在
は
と
て
も
重
要
な
要
素
で

あ
っ
た
。

　
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

木
製
品
に
使
わ
れ
た
木
の
種
類
は

八
〇
種
類
以
上
に
上
り
、
用
途
に
応

じ
て
木
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
木
材
は
建
物
に
も

使
わ
れ
て
い
て
、
大
き
な
木
材
は
木

場
潟
を
利
用
し
て
能
美
丘
陵
か
ら
運

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
当
時
は
石
の
道
具
で
木
を
削
っ
て

い
た
が
、
木
を
選
び
、
木
目
を
読
ん

で
加
工
す
る
技
術
は
現
在
の
木
工
の

人
間
国
宝
も
驚
く
ほ
ど
非
常
に
高
度

な
も
の
で
あ
る
。

　
弥
生
時
代
に
お
い
て
、
現
在
の
山

陰
地
方
か
ら
北
陸
に
か
け
て
の
日
本

海
側
の
地
域
は
先
進
的
な
木
工
技
術

を
有
し
て
い
て
、
八
日
市
地
方
遺
跡

は
そ
の
東
端
に
あ
た
り
、
八
日
市
地

方
遺
跡
の
存
在
は
、
東
日
本
へ
の
文

化
の
伝
播
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
飛
鳥
時
代
以
降
に
は
、
木
場
潟
の

ほ
と
り
で
渡
来
人
を
中
心
と
し
た
工

人
集
落
が
誕
生
し
、
木
場
潟
対
岸
の

丘
陵
地
は
日
本
海
側
屈
指
の
製
陶
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
と
な
る
。

　
弥
生
時
代
以
降
、
高
度
な
技
術
を

持
っ
た
古
代
史
上
重
要
な
地
域
と

な
っ
た
の
は
、
木
場
潟
と
梯
川
と
い

う
水
の
恵
み
、
豊
富
な
森
林
資
源
、

白
山
と
い
う
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
そ
し

て
碧
玉
な
ど
の
豊
か
な
地
下
資
源
の

産
出
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
や
が
て
、
中
世
に
な
り
、
八
日
市

縄

地
方
遺
跡
か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

東
に
加
賀
国
の
国
府
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
も
、
木
場
潟
と
梯
川
、

そ
し
て
白
山
の
存
在
が
大
き
く
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
木
場
潟
無
く
し
て
は
、
今
に
つ
な

が
る
小
松
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
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日
本
が

貴
族
社
会
か
ら

武
家
社
会
へ
と

移
り
変
わ
る

き
っ
か
け
と

な
っ
た
舞
台

小松市千代町から見た白山の夕景。手前の小高
い山の山頂や山麓に中宮八院が点在していた。

白
山
信
仰
と
小
松

川
、
福
井
、
岐
阜
の
三
県
に

ま
た
が
っ
て
そ
び
え
る
白
山

は
、
富
士
山
、
立
山
と
と
も
に
日
本

三
霊
山
、
三
名
山
に
数
え
ら
れ
る
山
。

　
小
松
市
の
平
野
部
か
ら
は
、
夏
の

一
時
期
を
除
い
て
一
年
を
通
し
て
雪

を
頂
い
た
白
山
を
遠
望
で
き
る
。
そ

の
名
前
の
と
お
り
白
く
美
し
い
山
の

姿
は
、
現
代
を
生
き
る
小
松
人
に

と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
太

古
の
時
代
に
生
活
を
営
ん
だ
縄
文
人

に
し
え
の
小
松
人
に
と
っ

て
、
遥
か
に
仰
ぎ
見
る
こ
の

禄
二
年
（
一
六
八
九
）
八

月
、『
奥
の
細
道
』
の
旅
路

で
那
谷
寺
に
参
詣
し
た
松
尾
芭
蕉

は
、
そ
の
境
内
に
佇た
た
ず

み
、「
石
山
の

石
よ
り
白
し
秋
の
風
」
の
句
を
詠

ん
だ
。
那
谷
寺
は
平
安
時
代
末
期

以
降
、
白
山
三
ケ
寺
の
一
つ
と
し

て
白
山
中
宮
の
末
寺
で
あ
っ
た
。

元
二
年
（
一
一
七
六
）、
中

宮
八
院
の
一
つ
、
湧
泉
寺
を

加
賀
守
藤
原
師も
ろ
た
か高

の
弟
で
目
代
の

師も
ろ
つ
ね経
が
焼
き
払
う
と
い
う
事
件
が
起

こ
っ
た
。世
に
言
う「
安あ
ん
げ
ん元
事
件
」（
白

山
事
件
、白
山
騒
動
と
も
呼
ば
れ
る
）

　
安
元
事
件
よ
り
時
代
が
下
り
、
南

北
朝
時
代
。
中
宮
八
院
は
南
朝
に
味

方
し
た
た
め
、
八
院
は
没
落
し
た
が
、

中
宮
系
寺
社
の
中
で
那
谷
寺
だ
け
が

北
朝
・
室
町
幕
府
側
に
属
し
て
い
た

た
め
、
那
谷
寺
は
没
落
し
た
八
院
の

遺
産
を
継
承
し
、
中
宮
系
寺
社
の
う

ち
、
唯
一
勢
力
を
保
ち
、
南
加
賀
の

白
山
系
寺
院
の
代
表
的
存
在
と
し
て

今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
。

﹇
参
考
﹈

白
山
本
宮
神
社
史
編
纂
委
員
会
『
図
説 

白
山
信
仰
』
北
國
新
聞
社
出
版
局

白
山
総
合
学
術
書
編
集
委
員
会
　『
白
山
―
自
然
と
文
化
―
』
北
國
新
聞
社

小
松
市
教
育
委
員
会
『
加
賀
国
府
と
中
宮
八
院
』
石
川
県
小
松
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

小松市 那谷寺　本堂大非閣（重要文化財）

白
山
が
も
た
ら
し
て

く
れ
た
恵
み

中
宮
勢
力
を

継
承
し
た
那
谷
寺

日
本
の
歴
史
の
転
換
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
安
元
事
件
」の

舞
台
と
な
っ
た
小
松

白
山
信
仰
の
変
遷
と

中
宮
八
院
の
成
立

秀
麗
な
白
山
は
、
先
祖
の
魂
が
宿
る

聖
域
で
あ
り
、
ま
た
農
耕
や
日
々
の

生
活
に
必
要
な
水
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
神
聖
な
存
在
で
あ
っ
た
。
漁
業

を
営
む
も
の
や
日
本
海
を
航
海
す
る

船
人
に
と
っ
て
は
海
上
か
ら
の
目
印

と
さ
れ
、
航
海
や
漁
業
の
守
護
神
と

し
て
も
崇
め
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
自
然
崇
拝
的
な
白
山

へ
の
信
仰
は
、養
老
元
年
（
七
一
七
）

に
泰た
い
ち
ょ
う
だ
い
し

澄
大
師
が
白
山
を
修
験
の
地
と

し
て
開
い
た
こ
と
か
ら
神
仏
習
合
の

山
岳
信
仰
の
対
象
と
変
化
し
て
行
く
。

　
平
安
時
代
、
白
山
登
拝
の
起
点
と

し
て
馬ば

ば場
が
加
賀
、
越
前
、
美
濃
に

設
け
ら
れ
た
。
加
賀
の
馬
場
で
は

「
本
宮
四
社
」
の
白
山
本
宮
（ 

現

在
の
白
山
比ひ

め咩
神
社
）・
金き
ん
け
ん
ぐ
う

剱
宮
・

三さ
ん
の
み
や

宮
・
岩い
わ
も
と
ぐ
う

本
宮
と
、「
中
宮
三
社
」

の
中ち
ゅ
う
ぐ
う宮・

佐さ
ら
の
み
や

羅
宮
・
別べ
っ
く
う宮

が
合
わ
せ

て
「
白
山
七
社
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
加
賀
禅
定
道
の
中
心
的
な

存
在
と
な
っ
た
。
や
が
て
白
山
七
社

と
そ
の
末
社
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
末

寺
と
な
り
、
そ
の
運
営
体
制
を
固
め

て
行
っ
た
。
　

　
平
安
時
代
の
後
期
、
日
本
海
の
安

宅
に
流
れ
込
む
梯
か
け
は
し
が
わ
川
の
上
流
域
、
国

府
の
東
か
ら
南
に
か
け
て
の
丘
陵
地

帯
の
軽
海
郷
に
中ち
ゅ
う
ぐ
う
は
ち
い
ん

宮
八
院
と
呼
ば
れ

る
寺
院
群
が
成
立
し
た
。
中
宮
八
院

た
ち
に
も
、
気
高
く
、
神
秘
的
な
も

の
を
感
じ
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。

　『
古
今
和
歌
集
』
で
紀
貫
之
が
「
思

ひ
や
る
　
越
の
白し
ら
や
ま山

　
知
ら
ね
ど
も

ひ
と
夜
も
夢
に
　
こ
え
ぬ
夜
ぞ
な

き
」
と
詠
い
、
藤
原
兼か
ね
す
け輔
は
「
き
み

が
ゆ
く
　
越
の
白し
ら
や
ま山

　
知
ら
ね
ど
も

ゆ
き
の
ま
に
ま
に
　
あ
と
は
尋
ね

む
」
と
詠
っ
て
お
り
、
白
山
が
古
く

か
ら
日
本
の
名
山
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
小
松
市
内
の
小
中
学
校
の
ほ
と
ん

ど
の
校
歌
に
も
登
場
す
る
「
白
山
」

は
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る
。  

　
白
山
の
雪
解
け
水
は
伏
流
水
と

な
っ
て
田
畑
を
潤
し
、
ま
た
白
山
に

連
な
る
山
々
が
こ
の
地
に
多
湿
の
気

候
条
件
を
も
た
ら
し
、
そ
の
湿
度
が

絹
織
物
に
も
適
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

小
松
は
古
く
か
ら
絹
織
物
の
産
地
と

し
て
栄
え
た
。
ま
た
そ
の
湿
度
は
こ

の
地
域
を
苔
の
生
育
に
適
し
た
場
所

に
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
、
護
国
寺
、
昌
隆
寺
、
松
谷
寺
、

蓮
華
寺
、善
興
寺
、長
寛
寺
、隆
明
寺
、

湧ゆ
う
せ
ん
じ

泉
寺
を
指
し
、
白
山
中
宮
勢
力
の

末
寺
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
中
宮
八
院
は
、
平
野
部
の
集
落
に

住
む
人
々
へ
白
山
信
仰
を
布
教
す
る

た
め
と
、
白
山
参
拝
へ
赴
く
基
点
と

な
る
寺
で
あ
り
、
白
山
へ
と
向
か
う

道
沿
い
や
川
沿
い
に
あ
る
小
高
い
山

の
上
や
そ
の
麓
付
近
に
点
在
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
遊
泉
寺
や

立
明
寺
、
正
蓮
寺
、
五
国
寺
の
地
名

は
中
宮
八
院
の
名
が
地
名
と
し
て

残
っ
た
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。
白
山
宗
徒
側
は
延
暦
寺
の

力
を
借
り
て
、
国
司
と
目
代
の
処
分

を
求
め
日
吉
・
早
松
両
社
の
神
輿
を

担
い
で
内
裏
に
押
し
寄
せ
た
。
後
白

河
法
皇
が
平
清
盛
の
嫡
男
、
重
盛
に

内
裏
を
固
め
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
重
盛

の
郎
党
が
多
く
の
衆
徒
を
射
殺
し
、

神
輿
に
も
矢
が
当
た
っ
た
。
衆
徒
は

担
い
で
き
た
神
輿
を
路
上
に
捨
て
て
、

比
叡
山
に
一
目
散
に
逃
げ
帰
っ
た
。

　
延
暦
寺
は
師
経
の
罷
免
を
後
白
河

法
皇
に
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
事
態
は
比
叡
山
V
S
法
皇
と

い
う
対
立
に
変
化
し
て
行
く
。
そ
の

背
景
に
は
、
藤
原
師
高
・
師
経
兄
弟

の
父
で
後
白
河
法
皇
の
近
臣
・
西さ
い
こ
う光

と
平
清
盛
と
の
権
力
争
い
も
あ
っ
た
。

　
法
皇
は
比
叡
山
の
要
求
を
受
け

入
れ
、
師
経
を
配
流
と
し
た
。
こ
の

時
、
法
皇
が
、「
賀
茂
の
水
、
雙す
ご
ろ
く六

の
賽さ
い

、
山
法
師
、
是
ぞ
わ
が
心
に
か

な
わ
ぬ
も
の
」
と
嘆
い
た
こ
と
は
有

名
で
あ
る
。

　
こ
の
安
元
事
件
の
翌
年
の
六
月
、

い
わ
ゆ
る
鹿し
し
が
た
に

ヶ
谷
事
件
が
起
こ
っ

た
。
西
光
は
斬
首
と
な
り
、
師
高

は
清
盛
の
家
人
に
討
た
れ
、
政
局

は
平
氏
政
権
、
武
家
政
権
の
誕
生

に
向
け
て
急
速
に
動
き
出
す
こ
と

と
な
っ
た
。

石

い

安

元
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小
松
市
で
は
、
環
境
王
国
こ
ま
つ

の
「
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い
」
の
農

産
物
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
商
品

を
「
こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
す
る
こ
と
で
、
地
元
農
産
物
の

利
用
拡
大
と
環
境
王
国
こ
ま
つ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

　
認
定
商
品
は
平
成
二
十
六
年

十
一
月
末
現
在
で
、
全
六
六
品
に

上
る
。

　
今
年
の
九
月
二
十
九
日
に
は
、
こ

ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査
会

が
そ
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
商
品

を
「
こ
ま
つ
も
ん
ゴ
ー
ル
ド
」
と

し
て
認
定
し
た
。
ま
た
、同
じ
日
に
、

「
お
み
や
げ
こ
ま
つ
も
ん
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
審
査
も
行
わ
れ
、
小
松
市

産
の
農
産
物
を
使
用
し
た
お
み
や

げ
も
の
と
し
て
、
優
れ
て
い
る
と

評
価
さ
れ
た
四
品
が
「
お
み
や
げ

こ
ま
つ
も
ん
★
一
番
星
」
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。

　「
こ
ま
つ
も
ん
ゴ
ー
ル
ド
」
に
認
定

さ
れ
た
「
大
麦
バ
ウ
ム
」
を
製
造
す

る
辻
口
博
啓
さ
ん
の
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

＆
カ
フ
ェ
、
ル 

ミ
ュ
ゼ 

ド
ゥ 

ア
ッ

シ
ュ
K
A
N
A
Z
A
W
A
。
辻
口
さ

ん
は
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
石
川

県
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
大
麦
が
あ
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cafe）、大麦を使ったにんじんのスープ（JA小松市）、神泉カブッキー本醸造（東酒造）、シャ
ンデュオルジュ（あんずの木）
※こまつもんブランド認定商品についてのお問い合せは、環境王国こまつ推進本部 TEL: 0761-
24-8078 まで。

こまつもんブランド認定審査会会長の里井真由美さん。
（１級フードアナリスト、フードライター）

こまつもんブランド
認定ロゴマーク。

大麦バウムはル ミュゼ ドゥ 
アッシュ KANAZAWA のアトリ
エで専任のパティシエがつきっ
きりで丁寧に焼き上げられる。

ル ミュゼ ドゥ アッシュ KANAZAWA の
シェフパティシエ、永田欽哉さん。

　
こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
取
組

み
は
、「
食
」
を
通
じ
て
地
域
や

人
の
繋
が
り
を
強
め
て
く
れ
る
、

素
晴
ら
し
い
企
画
で
す
。
出
品
さ

れ
た
皆
様
の
店
舗
へ
伺
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
の
皆
さ
ま
の
熱

意
は
す
ご
い
と
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。「
地
産
地
消
」
を
重
ん
じ
、

皆
が
「
こ
ま
つ
ら
し
さ
×
お
い
し

さ
」
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
街

全
体
が
活
性
化
さ
れ
て
い
く
の
だ

な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
お
み
や
げ
こ
ま
つ
も
ん
の
審
査

に
お
い
て
は
、「
こ
ま
つ
ら
し
さ
」

は
も
ち
ろ
ん
、
お
み
や
げ
と
し
て

持
ち
帰
り
た
い
と
お
も
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
が
重
要
で
す
。
お
い

る
こ
と
が
奇
跡
で
し
た
」
と
絶
賛
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
は
、
同
店
の
シ
ェ

フ
パ
テ
ィ
シ
エ
、
永
田
欽
哉
氏
に
、

小
松
市
産
大
麦
を
使
っ
た
今
回
の
商

品
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
洋
菓
子
業
界
で
は
大
麦

を
素
材
と
し
て
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
小
松
市
さ

ん
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
き
、
辻
口
と

大
麦
ピ
ュ
ー
レ
の
特
性
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
て
、
洋
菓
子
に
使
っ
た
ら

す
ご
い
も
の
が
で
き
る
の
で
は
と
い

う
予
想
は
し
て
い
ま
し
た
。
と
に
か

く
初
め
て
使
う
素
材
だ
っ
た
の
で
実

際
に
商
品
に
な
る
ま
で
の
約
半
年
間

で
通
常
の
倍
以
上
の
四
〇
回
ほ
ど
試

作
を
重
ね
ま
し
た
。
小
麦
や
米
粉
な

ら
今
ま
で
の
経
験
と
デ
ー
タ
の
蓄
積

が
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
使
う
大
麦

で
は
仕
上
が
り
の
ソ
フ
ト
さ
と
固
形

力
の
ギ
リ
ギ
リ
の
線
を
見
極
め
る
の

に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
ソ
フ
ト
な
口
当
た
り
が
特
徴
の

良
い
商
品
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
大
麦
が
バ
タ
ー
や
卵
の
風
味

を
邪
魔
し
な
い
の
も
良
い
で
す
ね
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
、
大

麦
の
豊
か
な
穂
を
連
想
さ
せ
る
高
級

感
の
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
企
業
様
か
ら
贈
り
物
に
使
い

た
い
と
三
〇
〇
個
、
四
〇
〇
個

単
位
で
の
ご
注
文
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
辻
口
は
日
頃
か
ら
ス
イ
ー
ツ
を

地
元
農
産
物
の
利
用
拡
大
と

環
境
王
国
こ
ま
つ
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
組
み

し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、今
後
は
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
や
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」「
ア

ピ
ー
ル
度
の
高
い
P
O
P
」
な
ど

も
考
慮
さ
れ
た
品
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
お
み
や
げ
の
強
み
の
１
つ
は
、
そ

の
も
の
自
体
が
人
の
手
に
渡
り
、
良

さ
を
拡
散
で
き
る
事
で
す
。
商
品
を

作
る
方
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
方
な

ど
が
繋
が
り
チ
ー
ム
と
な
り
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
行
く
こ
と
も

大
事
で
す
し
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る

商
品
を
作
る
に
は
、
若
い
方
か
ら
高

齢
者
の
方
ま
で
様
々
な
分
野
の
方
々

が
一
丸
と
な
り
、
ま
た
官
民
が
一
体

に
な
り
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
、
そ
の
中
で
小
松
が
地
方

創
生
の
見
本
と
な
る
よ
う
、
私
も
一

緒
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

通
し
て
地
域
や
、
地
域
の
素
材
を
広

く
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、

弊
社
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
に
小
松

産
の
大
麦
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
小
松
の
大
麦
、
石
川
の

魅
力
を
日
本
全
国
、
そ
し
て
世
界

へ
と
広
く
発
信
し
て
行
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
が

果
た
す
べ
き
役
割

ス
ー
パ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ
も
絶
賛
し
た

小
松
産
大
麦
ピ
ュ
ー
レ
の
魅
力

里
井
真
由
美
さ
ん

永
田
欽
哉
さ
ん

フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト

シ
ェ
フ
パ
テ
ィ
シ
エ
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小
松
の
中
心
市
街
地
に
は
、
お
よ

そ
一
一
〇
〇
軒
の
町
家
が
残
り
ま
す
。

昭
和
五
年
と
七
年
の
二
度
の
大
火
で

市
街
地
の
大
半
が
燃
え
た
後
、
再
建

さ
れ
た
の
が
現
在
の
「
こ
ま
つ
町

家
」。
各
地
か
ら
呼
び
寄
せ
た
大
工

や
職
人
が
技
を
競
い
、
大
火
の
教
訓

を
生
か
し
た
小
松
独
自
の
町
家
が
一

斉
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
町
を
あ
げ

て
町
家
保
存
に
取
り
組
む
材
木
町
界

隈
で
は
、
こ
ま
つ
町
家
の
特
徴
で
も

　
曳
山
八
町
の
ひ
と
つ
、
龍
助
町
に

あ
る
「
長
保
屋
茶
舗
」
は
、
北
陸
で

も
屈
指
の
老
舗
。
当
主
の
長
谷
部
英

夫
さ
ん
は
一
二
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。

初
代
理
右
衛
門
は
利
常
公
の
支
援
の

も
と
、
加
賀
藩
で
初
め
て
茶
の
生
産

に
成
功
し
た
人
物
。
自
家
焙
煎
の
棒

い
り
茶
に
フ
ァ
ン
が
多
く
、
お
話
を

う
か
が
っ
て
い
る
間
に
も
お
客
さ
ん

が
何
人
も
訪
ね
て
き
ま
す
。
奥
様
が

淹
れ
て
下
さ
っ
た
棒
い
り
茶
の
香
り

の
、
な
ん
と
芳
ば
し
い
こ
と
。「
加

賀
の
棒
茶
は
近
年
人
気
が
出
て
き
ま

し
た
け
ど
、
こ
の
へ
ん
で
は
ず
っ
と

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
お
茶
な
ん

で
す
よ
ね
」
と
長
谷
部
さ
ん
は
に
っ

こ
り
。

　
昭
和
七
年
の
大
火
の
後
に
建
て
ら

れ
た
店
舗
は
、
市
の
「
伝
統
的
ま
ち

な
み
景
観
向
上
事
業
」
の
補
助
を
受

る
ん
で
す
が
」。
住
民
が
減
り
、
賑

わ
い
も
薄
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
ど
の

地
方
都
市
も
抱
え
る
悩
み
。
し
か
し

曳
山
の
こ
と
と
な
る
と
「
祭
り
は
頑

張
っ
て
ま
す
よ
。
祭
り
や
ぞ
と
号
令

を
か
け
れ
ば
、
町
外
に
出
と
る
人
も

集
ま
っ
て
き
ま
す
し
ね
」
と
力
が
こ

も
り
ま
す
。
時
代
が
巡
り
、
町
を
取

り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ
て
も
、
曳
山

八
町
の
心
意
気
と
プ
ラ
イ
ド
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
長
保
屋
茶
舗
を
あ
と
に
し
て
周
辺

を
散
策
し
て
い
る
と
、
本
鍛
冶
町
の

正
雲
寺
、
別
名
〝
猫
の
御
坊
〞
の
傍

ら
に
、
な
で
る
と
幸
せ
に
な
る
と
い

う
福
石
猫
を
発
見
。
石
に
描
か
れ
た

猫
の
ゆ
る
い
表
情
と
、
地
元
商
店
会

の
ユ
ー
モ
ア
に
、
ほ
っ
と
心
が
和
み

ま
し
た
。 

とら屋陶器店 (→ P11)の二階座敷。60年前の
朱壁は、今も艶やかな色彩を放っています。

大勢の観光客で賑わうお旅まつり。

棒いり茶「加賀かほり」
200g 850円

猫の御坊商店会が設置した福石猫。幸せを招くと人
気を集めています。

正面に掲げた茶壺は昔
のまま。店内にはギャ
ラリー「理右衛門庵」
を併設しています。

長保屋茶舗
MAP [ 15ページ② ]
小松市龍助町 81-1
TEL 0761-22-1079

営業時間／9:00～ 19:00
定休日／不定休

こまつ曳山交流館みよっさ 
MAP[ 15ページ① ]
石川県小松市八日市町 72-3
TEL 0761-23-3413
営業時間／10:00～ 17:00　
入館料／無料
定休日／無休 (12～ 3月は水曜休館 )

華
や
か
な
町
人
文
化
が
残
し
た
も
の

あ
る
袖そ
で
か
べ壁
の
銅
板
装
飾
や
、
二
階
壁

面
と
下
屋
の
お
さ
ま
り
部
分
に
設
け

ら
れ
た
〝
土ど
い
た板
〞
の
デ
ザ
イ
ン
に
そ

れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
な
か
な
か
の

み
も
の
で
す
。

　
さ
て
旅
の
ス
タ
ー
ト
は
「
こ
ま
つ
曳

山
交
流
館
み
よ
っ
さ
」
か
ら
。
毎
年
五

月
の
お
旅
ま
つ
り
の
主
役
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
八
基
の
曳
山
と
子
供
歌
舞
伎
。

二
五
〇
年
も
の
間
、
町
民
た
ち
が
大
切

に
歴
史
を
紡
い
で
き
た
文
化
遺
産
で
す
。

館
内
に
常
設
展
示
さ
れ
た
二
基
の
曳
山

の
絢
爛
さ
は
堂
々
た
る
も
の
。
小
松
の

誇
り
高
い
町
人
文
化
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
。

け
て
改
修
し
、
趣
あ
る
姿
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
も
床

板
も
、
磨
き
な
お
し
て
そ
の
ま
ま

使
っ
て
い
る
そ
う
。
木
製
の
茶
箱
や

古
い
水み
ず
や
だ
ん
す

屋
箪
笥
も
良
い
味
わ
い
で
す
。

「
街
中
の
人
の
流
れ
は
減
り
ま
し
た
。

吸
引
力
の
あ
る
店
や
場
所
が
あ
れ
ば

と
、
町
内
会
で
も
い
ろ
い
ろ
考
え
と

加
賀
藩
主
・
前
田
利
常
の
産
業
振
興
や
文
化
奨
励
に
よ
っ
て

花
開
い
た
小
松
の
町
人
文
化
。

町
民
ら
が
蓄
え
た
財
力
と
職
人
た
ち
の
技
は
、

豪
華
絢
爛
な
曳
山
子
供
歌
舞
伎
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
に
「
曳
山
二
五
〇
年
」
を
迎
え
る

小
松
市
中
心
部
で
は
、
住
民
と
市
が
連
携
し
な
が
ら

町
人
文
化
を
伝
え
る
町
家
の
保
存
や

活
用
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
町
家
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
往
時
の
面
影
を
た
ど
り
、

小
松
の
街
の
今
を
訪
ね
ま
す
。

利
常
公
ゆ
か
り
の
茶
舗

▲
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ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
で
ひ
と
き
わ
存

在
感
を
放
つ
重
厚
な
店
構
え
は
、
珍

味
や
佃
煮
の
老
舗
「
す
み
げ
ん
」。

か
つ
て
は
北
前
船
で
運
ば
れ
た
海

産
物
を
商
い
、
現
在
は
進
物
用
か
ら

日
常
用
ま
で
、
珍
味
や
佃
煮
、
糠
漬

　「
と
ら
屋
陶
器
店
」
の
開
業
は
昭

和
七
年
。
九
谷
焼
の
日
展
作
家
、
打

田
幸
生
さ
ん
が
現
当
主
で
す
。
店

を
切
り
盛
り
す
る
の
は
姪
の
喜
多

貴
和
さ
ん
。
打
田
さ
ん
の
作
品
を
は

じ
め
、
普
段
使
い
の
器
や
手
ぬ
ぐ
い

な
ど
、
各
地
か
ら
取
り
寄
せ
た
良
質

な
和
雑
貨
が
並
び
ま
す
。
二
階
は
昭

和
八
年
に
建
て
ら
れ
た
当
時
の
趣
を

そ
の
ま
ま
残
し
て
お
り
、
希
望
す
れ

ば
見
学
も
可
能
。
大
正
時
代
の
襖
絵
、

徳
田
八
十
吉
や
松
本
佐
吉
と
い
っ
た

　
西
町
に
は
真
新
し
い
町
家
が
で
き

て
い
ま
し
た
。「
麓ろ
っ
か
ど
う

華
洞
」
と
名
付

け
ら
れ
た
九
谷
焼
の
工
房
＆
ギ
ャ

け
な
ど
約
二
五
〇
種
類
の
商
品
を
取

り
扱
い
ま
す
。
大
火
後
に
建
て
ら
れ

た
店
舗
が
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
は

平
成
十
二
年
の
こ
と
。「
昭
和
五
十

年
頃
で
す
か
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
で
き

た
時
に
一
度
改
装
し
て
い
る
ん
で
す
。

吹
き
抜
け
を
天
井
で
ふ
さ
い
で
、
正

面
も
近
代
的
な
感
じ
に
し
て
ね
。
で

も
あ
る
時
に
、
京
都
の
町
家
で
梁
の

見
せ
方
な
ん
か
が
す
ご
く
い
い
な
と

思
い
ま
し
て
」
と
社
長
の
角
谷
治
男

さ
ん
。
改
修
後
、
老
舗
の
風
格
を
携

え
た
建
物
は
「
こ
ま
つ
ま
ち
な
み
景

観
賞
」
を
受
賞
。
往
時
の
面
影
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
北
前
船
の
時
代
か

ら
続
く
小
松
の
食
文
化
を
守
り
継
い

で
い
ま
す
。

　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
一
画
に
、
時
が
止

ま
っ
た
か
の
よ
う
な
喫
茶
店
が
あ
り

ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
に
開
店
し

た
「
泉
」。
マ
ス
タ
ー
亡
き
後
は
奥

様
の
和
泉
昌
代
さ
ん
が
一
人
で
店
を

守
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
し
の
間
、
常

名
工
が
描
い
た
扇せ
ん
め
ん
び
ょ
う
ぶ

面
屏
風
、
朱
壁
に

神じ
ん
だ
い
す
ぎ

代
杉
の
天
井
と
い
う
贅
を
凝
ら
し

た
座
敷
。「
町
家
は
間
口
に
対
し
て

奥
が
長
い
の
で
、
こ
ん
な
に
空
間
が

広
が
っ
て
い
る
の
か
と
驚
か
れ
る
方

も
多
い
で
す
」。
外
か
ら
想
像
も
で

き
な
い
よ
う
な
深
い
空
間
が
隠
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
町
家
の
魅
力

は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
こ

の
座
敷
で
お
茶
会
な
ど
も
あ
り
ま
す

よ
。
月
一
回
ヨ
ガ
教
室
も
あ
る
の
で

ぜ
ひ
」
と
喜
多
さ
ん
。

　
と
ら
屋
陶
器
店
の
向
か
い
、
栗
型

の
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
が
名
物
の
「
埴

生
万
頭
店
」
の
店
内
で
ク
レ
ー
プ
を

頬
張
る
地
元
女
子
高
生
と
出
会
い
ま

し
た
。「
小
松
が
好
き
！
」
と
い
う

彼
女
た
ち
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
は
最

高
。
街
の
賑
わ
い
が
薄
れ
て
も
、
住

ラ
リ
ー
。
迎
え
て
く
れ
た
の
は
陶

芸
家
の
楠
野
八は
っ
そ
う艸
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
床
屋
や
陶
芸
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
を
重
ね
て
き
た
古
い
町
家

が
、
凝
っ
た
意
匠
の
建
具
、
雪
の

結
晶
を
描
い
た
九
谷
焼
タ
イ
ル
な

ど
随
所
に
こ
だ
わ
り
を
散
り
ば
め

た
平
成
の
町
家
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。「
こ
の
建
物
の
歴
史
、
住

ん
で
い
た
人
の
思
い
を
大
切
に
し

た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
少
し

遊
び
心
を
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
」
と

楠
野
さ
ん
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、

楠
野
さ
ん
と
婚
約
者
で
陶
芸
家
の

林
田
光
さ
ん
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

「
将
来
は
二
人
で
絵
具
か
ら
作
っ
て
、

二
人
の
色
を
生
み
出
し
た
い
ね
っ

て
話
し
て
い
ま
す
」
と
顔
を
見
合

わ
せ
て
笑
う
二
人
。
伝
統
に
敬
意

を
払
い
、
軽
や
か
な
感
性
を
そ
こ

に
上
書
き
し
て
ゆ
く
。
新
た
な
伝

統
を
作
る
の
は
、
き
っ
と
彼
ら
の

よ
う
な
作
り
手
な
の
で
し
ょ
う
。

郷
土
の
味
を
守
り
継
ぐ
矜
持

昭
和
初
期
の
趣
を
残
す
町
家

平
成
の
町
家
で
夢
を
描
く

長男の亮さんご夫婦と一緒に。亮さんが考案したフグの子糠漬け入り
「ふぐのこあいすくりいむ」が話題になっています。

いわしやにしんの糠漬
け。熱々ごはんやお酒
のおともにどうぞ。

楠野さんが制作した源
氏物語の陶板。艶やか
な彩色が印象的です。

店内に飾られた絵画やオブジェ、そして、店のロゴなどは亡
きマスターの作品。実に味わい深い雰囲気です。

すみげん MAP[ 15ページ③ ]
小松市三日市町 9 

TEL 0761-22-4214
営業時間／9:30～ 19:00 

定休日／水曜

麓華洞 
MAP[ 15ページ④ ]
小松市西町 97-5

TEL 0761-58-1619
営業時間／10:30～ 17:30

定休日／月曜
※ 2015年からは絵付け
　体験教室を開始予定

質の良い手ぬぐいは使い道いろいろ。拭いたり、巻いたり、包んだり。
実に万能なのです。

名工たちの手による扇面は文化財としても貴重。

埴生万頭店の焼きま
んじゅう 1個 100円。
焼きたてを店内で味わ
うのもおすすめです。

とら屋陶器店 
MAP[ 15ページ⑤ ]

小松市東町 12
TEL 0761-22-0423

営業時間／10:00～ 18:00
定休日／水・日曜

連
さ
ん
と
世
間
話
。
温
か
く
て
懐
か

し
く
、
心
地
よ
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

楠野八艸さんと林田光さ
ん。林田さんは結婚後、
この工房に合流の予定。

▲

▲

▲

▲

▲

民
は
街
を
愛
し
、
あ
ち
こ
ち
で
次
世

代
の
新
し
い
感
性
と
価
値
観
が
ふ
つ

ふ
つ
と
泡
の
よ
う
に
湧
き
上
が
っ
て

い
ま
す
。「
小
松
が
好
き
」。
旅
の
終

わ
り
に
出
会
っ
た
言
葉
は
、
心
に

清
々
し
い
余
韻
を
残
し
ま
し
た
。

▲



④麓華洞

長保屋茶舗②

すみげん③

⑦有限会社ジャパンファーム

⑧有限会社
　 まるしょう

①こまつ曳山交流館
　 みよっさ

⑤とら屋陶器店

安宅の関　
安宅住吉神社●

日用苔の里●

⑥埴生万頭店

15 2014 秋・冬 vol.6

　
小
松
市
の
中
山
間
地
域
、
那
谷
町
で
代
々
農
業

を
営
ん
で
き
た
農
家
の
四
代
目
と
し
て
生
ま
れ
た

生
水
さ
ん
。
昭
和
四
十
年
、
生
水
さ
ん
が
高
校
三

年
生
の
時
に
お
父
さ
ん
が
他
界
し
、
お
母
さ
ん
と

二
人
で
農
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
将
来
は
合

理
的
で
大
規
模
な
農
業

を
目
指
さ
な
い
と
ダ
メ

だ
と
感
じ
て
い
た
。

　
法
人
化
し
た
の
は
平

成
元
年
。
当
時
は
ま
だ

食
糧
管
理
法
制
度
の
下

だ
っ
た
の
で
、
米
を
自
由

に
売
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
将
来
は
自
分

で
丹
精
込
め
て
作
っ
た

米
を
直
接
消
費
者
に
届
け

た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
そ
の
思
い
に
先
行

し
た
法
人
化
で
あ
っ
た
。

　
平
成
八
年
に
食
糧
管

理
法
が
廃
止
さ
れ
る
。
生

水
さ
ん
は
「
食
糧
管
理

法
が
廃
止
に
な
っ
た
時

は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
」
と
言
う
。
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大人気の「藤子ばあちゃんのまごこ
ろ米」。生水さんのお母さん、藤子
おばあちゃんは現在 9 4歳。91歳ま
で若い人たちと一緒に田んぼに出て
いた。

  

漬
物
や
ジ
ャ
ム
で
知
ら
れ
る
ま
る
し
ょ
う
さ
ん
の

羽
根
付
き
の
パ
リ
パ
リ
た
い
焼
き
。
生
地
に
は
J
A

小
松
市
が
作
る
人
参
ピ
ュ
ー
レ
入
り
で
自
然
の
甘
み

と
香
り
が
特
徴
。
毎
週
金
曜
と
土
曜
と
日
曜
に
J
A

あ
ぐ
り
で
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
一
日
に
一
〇
〇
〇

個
も
売
れ
る
超
人
気
商
品
。
J
A
小
松
市
の
ト
マ
ト

ピ
ュ
ー
レ
を
使
用
し
た
ト
マ
ト
餡
の
他
、
五
郎
島
金

時
や
大
納
言
小
豆
の
餡
も
あ
っ
て
、
他
県
か
ら
買
い

に
来
る
常
連
さ
ん
も

い
る
小
松
の
名
物

と
な
っ
て
い
る
。

有限会社まるしょう△

MAP［15ページ⑧］
TEL:0761-21-9655
※ JAあぐりでの販売はイベントなどで
日程が変更となる場合もあるので、確
実に買いたい場合は事前にお電話を。

新幹線（越後湯沢経由） 4時間20分
新幹線（米原経由） ４時間
高速バス（八王子行き） ８時間50分

特急電車 ２時間10分
高速バス ４時間10分
車 3時間30分

特急電車 ２時間10分
高速バス 3時間10分
車 2時間30分

 ※ JRの時間は最速列車の場合です。

東
京

大
阪

名
古
屋

列車・バス・車で

山あいの田んぼの前で若い社員たちと。右から三番目が生水さん。

　
そ
の
後
、
人
の
紹
介
で
東
京
の
百
貨
店
と
の
取

引
が
始
ま
り
、
お
客
さ
ん
が
少
し
ず
つ
増
え
て
来

た
。
お
客
さ
ん
が
増
え
る
と
百
貨
店
も
喜
ん
で
く

れ
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
し
い
百
貨
店
と
の
取
引
も

生
ま
れ
た
。

　
生
水
さ
ん
の
稲
づ
く
り
は
、
い
い
土
づ
く
り
か

ら
始
ま
る
。
生
ワ
ラ
を
肥
料
と
し
て
鋤
き
込
ん
だ

り
、
有
機
ボ
カ
シ
肥
料
を
用
い
て
強
い
土
壌
を
作

る
。
そ
し
て
、
霊
峰
白
山
か
ら
流
れ
出
る
山
あ
い

の
清
流
が
お
米
を
美
味
し
く
す
る
。

　
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム

の
お
米
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
と
て
も
個
性
的
だ
。

生
水
さ
ん
の
高
校
時
代

の
美
術
の
先
生
だ
っ
た

画
家
の
宮
田
耕
二
さ
ん

が
描
い
た
山
里
の
田
ん

ぼ
の
風
景
や
、
生
水
さ

ん
の
お
母
さ
ん
、
藤
子

さ
ん
（
今
年
で
九
四
歳
）

を
描
い
た
も
の
。
柔
ら

か
い
筆
使
い
で
里
山
の

風
景
や
藤
子
さ
ん
の
優

し
さ
が
良
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
藤
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ま
ご
こ

ろ
米
」
は
特
に
好
評
で
、

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
米
を

ち
ょ
う
だ
い
」
と
注
文

が
入
る
そ
う
だ
。

　
こ
こ
十
年
ほ
ど
は
香
港
の
物
産
展
に
参
加
し
て
、

徐
々
に
香
港
の
富
裕
層
に
そ
の
味
と
品
質
が
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
昨
年
、
昨
年
と
三
〇
％

ほ
ど
ず
つ
売
上
が
増
え
て
い
る
。「
五
年
ほ
ど
前

か
ら
日
本
食
、
日
本
の
食
材
へ
の
注
目
度
が
と
て

も
高
ま
っ
て
い
る
」
と
生
水
さ
ん
。
将
来
は
全
収

穫
量
の
二
割
ほ
ど
は
海
外
に
輸
出
し
た
い
と
言
う
。

　
今
年
の
六
月
に
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
施
設
と
道

を
挟
ん
だ
向
か
い
に
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
た
。
自

分
た
ち
で
一
生
懸
命
作
っ
た
も
の
を
お
客
さ
ん
が

ど
う
反
応
し
て
く
れ
る
か
、
自
分
で
見
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
だ
。

　
若
い
頃
に
描
い
た
農
業
へ
の
思
い
を
着
実
に
実

現
し
て
き
た
生
水
さ
ん
。
米
を
一
生
懸
命
作
っ
て

売
る
だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
の
作
り
に
く
い
田

ん
ぼ
で
も
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
地
域

を
守
る
こ
と
も
使
命
だ
と
言
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
色
ん
な
人
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
も
ら
っ
て
も
っ
と
お

客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
米
や
餅
な
ど
の
加
工

商
品
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
今
後
の
夢
を
語
っ
て

く
れ
た
。

農家まりちゃんのベジフルたい焼
1日1000個も売れる超人気のたい焼き

JAあぐりでの販売の様子。

こまつもんブランド認定商品

1個150円（税込） ⑦


